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妊娠中のクラミジア感染に関する実態調査結果の報告 

 

公益社団法人日本産婦人科医会 

会長 木下 勝之 

 

日頃より、本会の事業推進に多々ご指導ご尽力賜り感謝申し上げます。 

2014 年 8 月に会員のみなさまにご協力いただいて実施した妊娠中の性器クラミジア感染の

実態調査の結果をご報告いたします。 

 

（1） 用いている検査法の頻度 

① 全国 2,544の分娩取扱施設に、2013年 10月～2014年 3月までの間に実施した妊娠

中の性器クラミジア検査の状況についてアンケートによる調査依頼を行いました。 

その結果、1,758施設（69.2％）、から 329,288床例の結果につき、ご回答いただき

ました。 

② この中で、統計解析が可能であった 1,644 施設のうち、PCR 法による抗原検査のみ

を実施していた施設が 1,221（74.3％）、PCR法以外の抗原検査のみを実施していた

施設が 408（24.8％）、血清抗体検査で代用し、抗原検査を全く実施していない施設

が 15（0.9％）ありました。 

 

（2） クラミジア抗原陽性率の頻度 

① これらの施設におけるクラミジア検査陽性率を表 1に示しますが、各検査方法にお

ける妊婦の年齢分布は 3群間に差はありませんでした。 

② 性器クラミジアの感染の有無を調べる検査法は、産婦人科診療ガイドラインで明ら

かなごとく、抗体陽性は必ずしも抗原陽性と一致しない事実から、抗原検査のみを、

検査法として、採用しました。従って、本調査に置いても、クラミジア感染陽性例

は、抗原検査陽性例をもって、陽性例としました。 

③ それによると、表 1 に示しましたように、PCR 法と他の抗原検査法とでは、年齢別

の結果をみると、どの年齢層においても、抗原検査法の違いによる抗原陽性率に差

は認めませんでした。 

④ 年齢別の PCR 法による抗原陽性例の頻度は、19 歳未満は 15.9％、20～24 歳 7.5%、 

25～19 歳 2.3%、30～34歳 1.2%、35～39歳 0.8%、40歳以上 1.0％であり、年

齢の若い程、30歳以降に比し、感染率は高いことが明らかでした。 

PCR 法による抗原検査結果に関して、各年齢層別による陽性率の頻度の傾向は、他

の抗原検査法による結果と有意差は認めていません。 

⑤ 全妊婦に対する PCR抗原検査陽性頻度は、2.3％でした。 
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（3）クラミジア感染症の検査法に関するお願い 

産婦人科診療ガイドラインの記述通り、クラミジア感染症の検査は、抗原検査法によ

る結果で、判断しなければなりません。今回の調査でも明らかなごとく、抗体検査では、

陽性頻度は高く出るのですが、その結果から、抗原の有無を判断することはできません。 

従って、今後は、抗体検査ではなくＰＣＲ法を中心に抗原検査の採用をお願いいたし

ます。 

 

〔おわりに〕 

このたび、会員の皆様からいただきた貴重なデータは、「性の健康医学財団」と協力し、ク

ラミジア母子感染予防に役立てていく所存です。 

日々診療でご多忙のところ、アンケート調査にご協力いただきましたこと、心より厚く御礼

申し上げます。 

 

表 1．各クラミジア検査方法による妊婦クラミジア陽性率 

 PCR法による抗原検査 PCR法以外の抗原検査 抗体検査  

妊婦の年齢 陽性数 陽性率 

（％） 

陽性数 陽性率 

（％） 

陽性数 陽性率 

（％） 

～19歳 854/5370 15.9 272/1675 16.2 15/60 25.0# 

20～24歳 1953/26049 7.5 556/8224 8.0 66/374 18.2 

25～29歳 1533/65503 2.3 462/20814 2.2 96/792 12.1* 

30～34歳 965/82194 1.2 347/25131 1.4 99/1015 9.8* 

35～39歳 408/51937 0.8 136/15217 0.9 57/573 9.9* 

40歳～ 129/13190 1.0 31/3467 0.9 15/108 13.4* 

合計 5880/250571 2.3 1807/75795 2.4 348/2922 11.9* 

#P = 0.06、*P < 0.01 vs. PCR 法による陽性率 


